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者における特徴的性格傾向の臨床的意義解明を目的とし、PET および MRI に
よる脳機能画像法を用いて神経化学的及び解剖学的な観点からその神経基盤に
ついて調べた。 
方法として、1) 16 名の PD 患者と年齢性別を一致させた 28 名の健常コント
ロールの性格傾向を TCI 質問紙により検査した。PD 患者においては症状の重
症度を UPDRS により評価した。2) 全ての患者とランダムに抽出した 17 名の
健常コントロールに対し、[11C]CFT を用いた PET により線条体のドパミン神













































なお、本学位授与申請者は、平成 29 年 2 月 24 日実施の論文内容とそれに
関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
要 旨 公 開 可 能 日 ：       年    月    日  以 降  
